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弓考え鵬：

　　　

J
子どもたち集の r4舜隷書』

七
つ
砂
憾
窓
ず
家
庭
力
も

補導委員による行為別の街頭補導状況（奥越青少年愛護センター調べ）

（単位：人、％）

犬区分 合計 男女別
行為犬 人数 構成比 男 女

不

良

行

為

飲酒 1 0．4 1 ー

喫煙 35 12．9 24 11
乱暴 3 1．1 3 －

凶器携帯 4 1．5 4 －

不健全性行為 3 1．1 － 3

深夜はいかい 19 7．0 11 8
不良交友 1 0．4 1 －

不健全娯楽 20 7．4 15 5

小計 86 31．8 59 27

そ

の

他

道路交通マナー 83 30．6 64 19
金銭乱用 14 5，2 11 3
花火遊び 49 18．1 48 1

禁止区での遊泳 1 0．4 1 －

その他 38 14．0 29 9

小計 185 68．3 153 32

合計 271 100．0 212 59

　

文
部
省
の
中
央
教
育
審
議
会
で
は
、
深
刻
化
す
る
青

少
年
の
犯
罪
や
非
行
問
題
に
対
応
し
よ
う
と
、
こ
の
ほ

ど
「
幼
児
期
か
ら
の
心
の
教
育
の
在
り
方
」
の
中
間
報

告
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
報
告
を
基
に
、
家
庭
で
の

子
ど
も
の
教
育
の
在
り
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
心
豊
か
で
健
や
か

に
成
長
し
て
欲
し
い
。
こ

れ
は
今
も
昔
も
、
家
庭
だ

け
で
な
く
学
校
や
地
域
社

会
全
体
の
願
い
で
す
。

低
下
し
て
い
る

　
　
　

規
範
意
識

　

し
か
し
最
近
、
ナ
イ
フ

事
件
や
い
じ
め
、
傷
害
な

ど
子
ど
も
た
ち
に
ま
つ
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
が
深

刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
県
内
で
も
、
こ

の
春
起
こ
っ
た
中
学
生
に
よ
る
学

校
の
放
火
事
件
は
、
身
近
な
出
来

事
で
、
県
民
に
大
き
な
衝
撃
を
与

え
ま
し
た
。

　

少
年
少
女
に
よ
る
凶
悪
・
粗
暴

な
非
行
や
薬
物
の
使
用
、
性
の
逸

脱
行
為
な
ど
問
題
行
動
に
よ
る
補

導
人
員
は
全
国
的
に
年
々
増
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
非
行
の
増
加
の
原
因
の
一

つ
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
モ
ラ
ル

の
低
下
や
心
の
問
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

奥
越
の
実
態

　

大
野
・
勝
山
・
和
泉
の
奥
越
地

域
で
昨
年
一
年
間
、
青
少
年
愛
護

セ
ン
タ
ー
の
補
導
委
員
が
、
非
行

や
問
題
行
動
な
ど
で
子
ど
も
た
ち

に
「
愛
の
一
声
」
を
掛
け
た
（
街

頭
補
導
）
人
数
は
、
二
百
七
十
一

人
で
す
。

そ
の
内
訳
は
、
上
の
表
と
円
グ
ラ

フ
で
示
す
と
お
り
で
す
。

　

大
野
市
に
お
い
て
も
、
夜
遅
く

ま
で
営
業
し
て
い
る
店
の
増
加
や

情
報
化
社
会
で
、
都
会
に
お
け
る

非
行
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
状
況

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
豊
か
な
人
間
性

　

中
教
審
の
報
告
で
は
、
新
し
い

時
代
を
切
り
開
い
て
い
く
た
め
の

「
生
き
る
力
」
を
、
子
ど
も
た
ち

が
身
に
つ
け
る
こ
と
を
第
一
と
し

て
い
ま
す
。
生
き
る
力
と
は
、
自

平成9年中の奥越の街頭補導状況

－人で悩まず相談を

　

いじめや友だち関係で、子どもたちが悩んでいるこ

と。子どもの登校拒否や問題行動で、親たちが悩んで

いること。そんな悩みの相談に、直接または電話で応

じます。どんなことでも相談してください。一緒に問

題解決の糸口を探しましょう。

★教育なんでも相談110番

場所泉町6－20・適応指導教室（西部児童センター

　　　

内フレッシュハウス）

相談日月～金曜日午前9時～11時30分

　　　　

豊66・7717

　　　　

フリーダイアル0120・117415

　

午後は市教育委員会学校教育課（豊66・1111内

線522で行っています）

★青少年悩みごと相談（ヤングテレフォン）

場所奥越青少年愛護センター大野分室（市教育委員

　　　

会内豊66・1006または、豊66・1111

　　　

内線543）
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ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
、
正
義
感

や
倫
理
感
な
ど
の
豊
か
な
人
間

性
、
健
康
や
体
力
で
す
。
そ
の
核

と
な
る
も
の
が
、
豊
か
な
人
間
性

で
あ
り
、
感
性
や
心
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育

て
て
い
く
の
に
、
大
き
な
力
を
発

揮
す
る
の
が
家
庭
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
家
庭
で
の
教
育
の

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

1
家
庭
の
在
り
方
を
見
直
そ
う

　

子
ど
も
に
と
っ
て
、
家
庭
は
家

族
の
愛
情
に
触
れ
る
精
神
的
な
よ

り
ど
こ
ろ
。
ま
ず
、
家
庭
の
在
り

方
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
夫
婦
一
致
協
力
し
て
子
育
て

・
会
話
を
増
や
し
、
家
族
の
き
ず

　

な
を
深
め
る

・
過
干
渉
を
や
め
る

・
父
親
の
影
響
力
を
大
切
に

・
ひ
と
り
親
家
庭
も
自
信
を
持
つ

　

て
子
育
て
を

2
ル
ー
ル
を
つ
く
ろ
う

　

子
ど
も
た
ち
は
、
家
庭
の
ル
ー

ル
を
守
る
こ
と
を
通
し
て
、
礼
儀

や
他
人
へ
の
思
い
や
り
な
ど
の
対

人
関
係
の
在
り
方
、
責
任
感
や
社

会
の
ル
ー
ル
の
大
切
さ
を
学
び
ま

す
。

・
幼
児
期
か
ら
小
さ
く
て
も
家
事

　

を
手
伝
わ
せ
、
責
任
感
や
自
立

　

心
を
育
て
る

・
「
お
は
よ
う
」
か
ら
始
め
て
、

　

礼
儀
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

・
も
の
を
買
い
与
え
過
ぎ
ず
、
我

　

慢
を
覚
え
さ
せ
る

・
子
ど
も
部
屋
を
閉
ざ
さ
な
い

・
テ
レ
ビ
や
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
時

　

間
を
決
め
る

・
暴
力
や
性
に
関
す
る
テ
レ
ビ
・

　

ビ
デ
オ
の
視
聴
に
親
が
介
人
・

　

関
与
す
る

3
思
い
や
り
を
育
て
よ
う

　

大
人
の
差
別
的
な
意
識
は
、
そ

の
言
動
を
通
じ
て
子
ど
も
の
心
に

伝
わ
り
ま
す
。
親
自
身
が
偏
見
を

持
た
ず
に
差
別
を
し
な
い
こ
と
を

示
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
高
齢
者

や
弱
者
に
対
す
る
思
い
や
り
を
身

近
な
実
践
を
通
し
て
学
ば
せ
ま
し

よ
’
つ
。

・
祖
父
母
を
大
切
に
す
る
親
の
姿

　

を
見
せ
る

・
手
助
け
の
必
要
な
人
を
思
い
や

　

る
・
生
き
物
と
の
触
れ
合
い
を
通
し

　

て
、
命
の
大
切
さ
を
教
え
る

・
幼
児
期
に
は
、
親
が
本
を
読
ん

　

で
聞
か
せ
る

4
悪
い
こ
と
は
悪
い
と

　
　
　

し
つ
か
り
し
つ
け
よ
う

　

モ
ラ
ル
の
形
成
は
、
家
庭
で
の

し
つ
け
が
基
本
。
愛
情
と
信
頼
関

係
を
築
き
な
が
ら
、
必
要
な
と
き

に
は
厳
し
く
し
か
り
、
誤
り
を
正

す
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
自
分
の
行
い
に
は
責
任
が
あ
る

　

と
い
う
こ
と
に
気
付
か
せ
る

・
非
行
の
前
に
表
れ
る
サ
イ
ン
を

　

見
逃
さ
な
い

・
思
春
期
の
子
ど
も
か
ら
逃
げ
ず

　

に
正
面
か
ら
向
か
い
合
う

・
小
さ
な
こ
と
か
ら
で
も
環
境
を

　

大
切
に
す
る
心
を
育
て
る

5
個
性
を
大
切
に
し

　
　

未
来
へ
の
夢
を
持
た
せ
よ
う

・
幼
児
期
か
ら
子
ど
も
を
比
べ
た

　

り
順
位
に
と
ら
わ
れ
た
り
し
な

　

い
・
よ
い
と
こ
ろ
を
ほ
め
て
伸
ば
す

・
人
間
と
し
て
の
生
き
方
や
社
会

　

に
つ
い
て
語
り
か
け
、
将
来
の

　

夢
と
希
望
を
聞
く

6
遊
び
の
重
要
性
を
再
認
識

・
自
然
の
中
で
伸
び
や
か
に
遊
ば

　

せ
る

・
子
ど
も
の
生
活
に
時
間
と
ゆ
と

　

り
を
与
え
る

7
異
年
齢
集
団
の
中
へ

　
　
　

積
極
的
に
参
加
さ
せ
る

　

身
近
な
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
、
地
域

の
行
事
に
参
加
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

学
校
や
地
域
と
の
連
携

　

家
庭
教
育
を
進
め
る
う
え
で
は

家
族
の
協
力
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校

や
地
域
と
の
連
携
を
と
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
育
て
は
、
一
人
だ
け
の
狭
い

視
野
に
と
ら
わ
れ
ず
、
広
い
視
野

で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

行
政
で
も
、
教
育
な
ん
で
も
相

談
や
青
少
年
悩
み
事
相
談
な
ど
の

相
談
事
業
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
・
市
民
大
学
の
家
庭
教
育
コ
ー

ス
・
各
公
民
館
で
の
学
級
な
ど
支

援
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
心
の
問

題
を
抱
え
る
生
徒
に
対
し
て
相
談

活
動
を
行
う
「
心
の
教
室
」
を
整

備
し
、
市
内
の
各
中
学
校
に
専
門

の
相
談
員
を
新
学
期
か
ら
配
置
す

る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
適
応
教
室
（
フ
レ
ッ
シ

ュ
ハ
ウ
ス
）
で
も
九
月
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
相
談
活
動
に
加
え
て
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
た
め
に
、

一
日
二
時
間
程
度
の
学
習
を
支
援

す
る
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

子どもの庖がみえていますか

フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ス

　

安
田
裕
指
導
員

　

家庭生活や学校生活の中で、心と心の触れ合い・結びつき

がキレないように教育なんでも相談を行っています。

　

児童・生徒には、個人カウンセリングを通して電話や手紙、

家庭訪問などで援助しています。親へは、親の在り方や子ど

もへの対応の仕方などを話し合い、家庭でのよりよい人間関

係を作るための助言・援助を行っています。秘密は厳守します。

　

匿名でも相談援助しています。気がかりなことがあったら、

気軽に相談してください。



平
成
9
年
度
財
政
公
表

知
b
L
K
μ
L
D

前
屈
回
宝
引

　

市の平成9年度会計決算がまとま

りました。市の財政というと親しみ

にくいかもしれませんが、皆さんの

家計簿と同様に、市民の暮らしに密

接なかかわりがあります。今月は、

決算状況を紹介します。

一般会計

歳
出

　

占⌒ヽ業費民八十衛め二費。、生％九歳

生てニ＿一費増万出費い’一四。、゛三は

ハレニ回祐

い①雨

施上衛林｀、、比九設位生水土石五千

やを費産木t、・四

債四費三費し量大健費％一〇の性まに目幅康

九｀九・建質すよ的に保・物・四設別゜つ別増養

一件六％事決て決額施％費％で業算毎算と設

な一｀す費で年はな3ど○扶゜がは｀事り斂

で・助以最｀金業ま謡す九費下も投額のし回

゜％一｀大資が種た回

　

｀一人き的変類゜、。

　

公・件く経動・べ

目
的
別
決
算
額

性
質
別
決
算
額

主な建設事業

◆地方特定道路整備事業

　

……………3億537万4千円

◆し尿処理施設建設事業

　

……………3億187万3千円

◆公社営畜産基地建設事業

　

…………………3億76万円

◆健康保養施設建設事業

　

…………2億9，493万9千円

◆市単道路整備事業

　

…………2億6．692万2千円

◆市単河川改良工事

　

…………1億6．893万6千円

◆林業地域総合整備事業

　

…………1億4．472万3千円

◆街路整備事業

　

……………1億3，900万円

◆三番線代替地道路工事

　

…………1億3．072万9千円

◆県単林道改良事業

　

……………1億558万6千円

◆ファミリーリゾート整備事

　

業……………1億500万円

◆開成中学校大規模改造事業

　

………………9，070万7千円

歳出を市民一人当たりに換算すると37万8，704円（35万5．624円）（）内は前年度

総務費

39，683円

（46．736円）

民生費

63，439円

（59，007円）

土木費

55，438円

（46．419円）

餅水産顛

51，547円

（53，891円）

教育費

39，769円

（40，092円）

衛生費

49，620円

（29，400円）

商工費

18，677円

（20．731円）

公債費

34，535円

（33，247円）

消防費

12，964円

（12，702円）

その他

議会費

労働費

災害
復旧費

13，032円

（l3，399円）

完成間近のファミリーリゾート休養施設



歳
入

　

歳
入
総
額
は
百
六
上
一
億
六
千

百
十
八
万
九
千
円
（
前
年
度
比

五
・
三
％
増
）
。

　

歳
人
の
ト
ッ
プ
は
前
年
同
様
に

地
方
交
付
税
で
、
全
体
の
三
一
・

三
％
で
す
。
こ
の
地
方
交
付
税
は

自
主
財
源
が
乏
し
い
自
治
体
に
対

し
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　

自
主
財
源
の
大
黒
柱
で
あ
る
市

税
は
、
二
五
・
七
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
市
税
の
中
心
で
あ
る
市
民

税
と
固
定
資
産
税
は
前
年
度
に
比

べ
て
、
市
民
税
が
増
収
、
固
定
資

産
税
は
横
並
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
債
は
市
の
借
人
金
で
す
。
九

年
度
末
の
市
債
（
一
般
会
計
）
現

在
高
は
、
約
九
十
六
億
円
で
す
。

整備が進む林道（金山・桃木線）

・
自
主
財
源
市
税
、
財
産
収
入

　

諸
収
人
な
ど
市
が
自
分
で
確
保

　

で
き
る
財
源

・
依
存
財
源
地
方
交
付
税
、

　

国
・
県
支
出
金
な
ど
市
以
外
に

　

依
存
し
て
い
る
財
源

企業会計決算額
水道事業

収益的

収支

歳人1億4，357万9千円

歳出1億3，927万9千円

差引430万円

資本的

収支

歳人6，488万1千円

歳出1億3，953万7千円

差引△7，465万6千円

（不足額は、留保資金で補てん）

特別会計決算額
国民健康保険事業

歳入24億6，275万円
歳出23億1，100万3千円
差引1億5．174万7千円

老人保健事業

歳人41億5，466万8千円
歳出41億5，112万9千円
差引353万9千円

簡易水道事業

歳人7．177万9千円
歳出6，630万6千円
差引547万3千円

農業集落排水事業

歳入6億4，106万3千円
歳出6億3，647万円
差引459万3千円

下水道事業

歳人1億4，993万5千円
歳出1億4，993万5千円

差引O円

市
税
の
内
訳

市民一人当たりの市税負担額

　　　　

ニ｜○万761円（9万6．397円） （）内は前年度

特
別
土
地
保
有
税

人
湯
税

15円

（14円）

軽自動車税

1，539円

（1，491円）

都市計画税

3、685円

（3、705円）

たばこ税

4，889円

（4，173円）

固定資産税

43，560円

（43，337円）

市民税

47，073円

（43．677円）



山
崎
正
昭
氏
再
選
第
1
8
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　

第18回参議院議員通常選挙は、7月12日に投票が

行われ即日開票の結果、福井県選挙区で山崎正昭氏

が再選されました。

　

不在者投票の条件緩和や投票時間延長など、公職

選挙法の改正後初めての国政選挙でしたが、当選挙

区の投票率は63．95％で、最低だった前回（平成7

年）を約11ポイント上回りました。当市の投票率は

71．52％で、前回より約16ポイント上回りました。

投票率（選挙区）は71．52％
選挙区選出議員選挙の投票率と得票数

投票率

（）は前回

県 大野市

63．95％
（53．02）

71．52％
（55．28）

得票

数

村田恭子 33，930票 789票

京藤啓民 112，472票 3，278票

山崎正昭 205，569票 16．693票

宇野邦弘 41，426票 1，312票

合計 十汝9冊票 22，072票

当日の有権者数男14，882人

　　　　　　　　

女16，812人

　　　　　　　　

合計31，694人

　　　

投票者数男10，602人

　　　　　　　　

女12，065人

　　　　　　　　

合計22，667人

市
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

大
野
市
で
は
、
来
年
四
月
採
用

職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
．

採
用
人
員
7
般
職
】
事
務
＝

　

7
人
程
度
▼
技
術
＝
土
木
・
建

　

築
・
保
育
士
・
学
芸
員
そ
れ
ぞ

　

れ
1
人
程
度

受
験
資
格
い
ず
れ
も
高
校
卒
業

　

程
度
の
学
力
を
有
す
る
人
、
保

　

育
士
は
保
母
資
格
・
学
芸
員
は

　

学
芸
員
資
格
の
取
得
者
ま
た
は

　

平
成
H
年
3
月
引
日
ま
で
に
そ

　

れ
ぞ
れ
取
得
見
込
み
の
人
▼
事

　

務
．
土
木
．
建
築
・
保
育
士

　

＝
昭
和
4
9
年
4
月
2
日
か
ら
昭

　

和
5
6
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

　

れ
た
人
▼
学
芸
員
＝
昭
和
4
6
年

　

4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
4
年
4
月

　

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
程
7
次
」
教
養
試

　

験
・
事
務
適
性
検
査
・
作
文
試

　

験
＝
9
月
2
0
日
⑨
大
野
高
校

　

【
二
次
】
口
述
試
験
・
健
康
診

　

査
＝
H
月
1
日
計
市
役
所

社
会
人
は
別
枠
で
採
用

採
用
人
員
7
般
職
］
事
務
＝

　

I
人
程
度
▼
技
術
＝
土
木
1
人

　

程
度

受
験
資
格
就
業
歴
が
平
成
H
年

　

3
月
末
で
5
年
以
上
あ
る
昭
和

　

4
2
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
4
9
年

　

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
程
小
論
文
審
査
＝
受
験

　

を
申
し
込
む
と
き
に
「
社
会
人

採
用
試
験
の
応
募
に
際
し
て
」

の
課
題
で
小
論
文
を
提
出
、
1
0

月
2
4
日
①
＝
事
務
適
性
検
査
・

作
文
試
験
（
大
野
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
）
、
m
一
月
2
5
日

⑨
＝
口
述
試
験
・
健
康
診
査

（
市
役
所
）

申
し
込
み
は
直
接
か
郵
送

申
込
受
付
期
間
8
月
3
日
⑥
～

　

2
1
日
②
（
郵
送
は
2
1
日
ま
で
の

　

消
印
有
効
）
。
社
会
人
採
用
は

　

8
月
3
日
⑨
～
9
月
1
8
日
②

　

（
郵
送
は
1
8
日
ま
で
の
消
印
有
効
）

申
込
書
の
交
付
市
総
務
部
総
務

　

課
職
員
係
で
交
付
。
郵
便
で
請

　

求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

　

「
一
般
職
試
験
申
込
書
請
求
」
、

　

社
会
人
採
用
は
「
一
般
職
試
験

　

（
社
会
人
採
用
）
由
」
込
書
請
求
」

　

と
朱
書
き
し
、
あ
て
先
を
明
記

　

し
て
1
3
0
円
切
手
を
同
封

申
し
込
み
方
法
所
定
の
申
込
用

　

紙
に
必
要
事
項
を
明
記
の
う

　

え
、
写
真
を
張
っ
て
提
出
。
郵

　

便
で
申
し
込
み
を
す
る
場
合

　

は
、
試
験
申
込
書
右
側
の
受
験

　

票
用
郵
便
は
が
き
に
あ
て
先
を

　

明
記
し
て
、
4
0
0
円
分
の
切

　

手
（
簡
易
書
留
料
を
含
む
）
を

　

張
り
、
封
筒
の
表
に
「
一
般
職

　

受
験
」
、
社
会
人
採
用
は
二
般

　

職
（
社
会
人
採
用
）
受
験
」
と

　

朱
書
き
し
、
書
留
郵
便
で
送
付

申
込
書
請
求
・
申
し
込
み
先
〒

　

9
1
2
－
8
6
6
6
福
井
県
大

　

野
市
天
神
町
I
I
I
大
野
市
役

　

所
総
務
部
総
務
課
職
員
係
（
≪

　

0
7
7
C
T
i
・
6
6
・
↑
1
1
1
1
内

　

線
2
2
3
）

求めますあなたの声

介護保険事業計画の策定委員

　

市では、平成12年4月1日からスタートする

介護保険制度の円滑な運営を図るため「介護保

険事業計画策定委員会」を設置し、多くの市民

の意見を反映させるために委員を次のとおり募集

します。

募集人数3人程度

対象市内に住む20歳以上の人

応募方法「介護保険」または「福祉」に関し

　

ての作文（400字詰め原稿用紙2枚程度）

　

と住所・氏名・年齢・性別・職業・電話番号

　

を記入したものを直接か郵送で提出

締め切り8月20日④（郵送は当日の消印有効）

応募●問い合わせ先〒912－8666大野

　

市天神町1－1大野市役所市民福祉部高齢者

　

福祉室（00779－66・1111内線472）
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第295回市議会臨時会が6月23日開かれ、

「一般会計補正予算案」「下水道事業特別会計補

正予算案」など6議案を審議。いずれも原案ど

おり可決承認されました。

　

一般会計では、歳入・歳出にそれぞれ5億3，

225万6千円を追加。予算総額は、157億

1，225万6千円となりました。

　

歳出の主なものは、次のとおりです。

◆衛生費

　

・し尿処理施設の整備………434，365千円

◆農林水産業費

　

・林道の整備…………………33，738千円

◆土木費

　

・流雪溝の整備………………35，315千円

　

・下水道事業特別会計繰出金19，354千円

◆教育費

　

・心の教室の整備………………8，454千円

手
づ
く
り
郷
土
賞
を
受
賞

元
町
会
館
（
七
間
通
り
）

　
　

「
元
町
会
館
（
七
間
通
り
）
」

が
七
月
十
五
日
、
建
設
省
の
「
手

づ
く
り
郷
土
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

こ
の
賞
は
、
地
域
の
自
然
や
社

会
的
条
件
に
適
合
し
、
個
性
や
魅

力
を
創
出
し
て
い
る
地
域
づ
く
り

を
支
援
し
よ
う
と
、
昭
和
六
十
一

年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
城
下
町
の
風

情
に
調
和
す
る
よ
う
に
整
備
さ
れ

た
元
町
会
館
（
七
間
通
り
）
は
も

と
よ
り
、
会
館
が
人
力
車
運
行
の

発
着
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

な
ど
、
整
備
さ
れ
た
後
の
効
果
も

含
め
て
総
合
的
に
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

エキサイティング

スポーツ

情X報

●
下
庄
地
区
が
総
合
優
勝

熱瑕ヵ・繰り＝広，：1ら9Wj

　　

・！器皿競球i

　

第
四
十
一
回
市
民
総
合
体
育
大

会
の
全
日
程
が
終
了
し
、
下
庄
地

区
が
三
年
連
続
、
十
二
回
目
の
総

合
優
勝
を
し
ま
し
た
。

　

陸
上
競
技
は
雨
天
に
よ
り
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
ス
キ
ー
、
球

技
、
相
撲
の
各
競
技
で
は
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

優
勝
下
庄
地
区
二
位
上
庄
地
区

三
位
富
田
地
区
四
位
小
山
地
区

五
位
大
野
地
区
六
位
阪
谷
地
区

七
位
乾
側
地
区

●
第
3
1
回
大
野
サ
ッ
カ
ー
大
会

日
時
8
月
1
9
日
⑥
午
後
5
時
～

　

2
3
日
⑥

場
所
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
奥
越

　

ふ
れ
あ
い
公
園

資
格
大
野
市
・
勝
山
市
・
和
泉

　

村
の
一
般
お
よ
び
高
校
生
チ
ー

　

ム
、
協
会
お
よ
び
高
校
の
監
督

　

が
認
め
た
チ
ー
ム

参
加
料
一
般
1
0
0
0
0
円
、

　

高
校
・
大
学
5
0
0
0
円

申
込
締
切
日
8
月
1
0
日
⑧

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
石

　

田
裕
行
さ
ん
（
中
津
川
2
3
－
8

　

㈱
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
福
井
大
野
営

　

業
所
容
6
6
－
4
6
6
4
）

●
B
＆
G
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

県
大
会
水
泳
の
部

日
時
8
月
2
3
日
⑨
午
前
1
0
時
～

場
所
市
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象
小
学
生

種
目
自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
背
泳

　

ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
ー
リ
レ
ー

定
員
各
種
目
で
先
着
男
女
3
人

　

ず
つ

参
加
料
無
料

締
め
切
り
8
月
9
日
⑨

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
4

　

・
1
3
1
1
）

●
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

日
時
9
月
1
3
日
⑩
午
前
8
時
2
0

　

分
～
（
小
雨
決
行
）

場
所
駅
束
公
園
（
文
化
会
館
南
）

対
象
者
市
内
の
小
・
中
学
生
と

　

そ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

参
加
料
1
人
1
0
円
（
当
日
持
参
）

定
員
3
～
6
人
の
グ
ル
ー
プ
で

　

小
・
中
学
生
の
部
、
フ
ァ
ミ
リ

　

ー
の
部
そ
れ
ぞ
れ
先
着
5
0
組

申
込
締
切
日
9
月
3
日
④

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
2
）

●
市
民
ソ
フ
ト

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
8
月
3
0
日
⑥
午
前
8
時
～

場
所
有
終
南
小
学
校
体
育
館

種
目
一
般
女
子
・
シ
ル
バ
ー

資
格
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

　

し
て
い
る
人
。
た
だ
し
、
バ
レ

　

ー
ボ
ー
ル
協
会
登
録
者
・
大
学

　

生
・
高
校
生
は
出
場
で
き
な
い

参
加
料
1
0
0
0
円

申
込
締
切
日
8
月
1
0
日
⑥

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
事

　

務
局
・
栄
共
子
さ
ん
（
弥
生
町

　

1
0
－
1
2
豊
6
5
・
4
5
8
6
）

●
市
小
学
生
・
中
学
生

　

相
撲
選
手
権
大
会

　

第
十
二
回
市
小
学
生
相
撲
選
手

権
大
会
と
、
第
四
回
中
学
生
相
撲

選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
8
月
8
日
①
午
前
9
時
～

場
所
石
灯
龍
通
り
特
設
相
撲
場
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鑓％

乳児の突然死

人
工
栄
養
は
母
乳
保
育
の
4
8
倍
で
発
生

原
因
不
明
の
症
候
群

　

赤
ち
ゃ
ん
の
突
然
死
が
世
界
的
に
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
S
－
D
S
）
と

呼
ば
れ
、
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
が
突
然
亡
く
な
る
病
気
で
す
。

突
然
死
は
欧
米
に
多
発
し
て
い
て
、
わ
が
国
で
は
乳
児
死

亡
原
因
の
三
位
（
死
亡
数
の
一
割
以
上
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
月
は
、
突
然
死
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

当
県
は
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン

　

福
井
県
は
「
豊
か
さ
指
標
」
で

上
位
に
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
平
成
九
年
の
人
口
動
態
概

数
に
よ
れ
ば
、
生
後
一
歳
未
満
の

乳
児
死
亡
率
は
、
全
国
ワ
ー
ス
ト

ワ
ン
で
し
た
。

　

同
年
に
お
け
る
当
県
の
乳
児
死

亡
数
は
五
十
人
で
、
そ
の
う
ち
十

二
人
が
、
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

で
す
。
当
市
で
は
三
人
が
死
亡
し

て
い
ま
す
が
、
乳
幼
児
突
然
死
症

候
群
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
症
候
群
は
、
国
内
で
は
、

出
生
数
こ
千
人
に
一
人
の
割
合
で

発
生
し
て
い
ま
す
。
当
市
の
年
間

出
生
数
は
約
三
百
三
十
人
な
の
で
、

六
年
に
一
人
ぐ
ら
い
の
発
生
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

研
究
会
が
実
態
を
報
告

　

突
然
死
の
原
因
は
、
脳
に
お
け

る
呼
吸
循
環
調
節
機
能
の
不
全
が

そ
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
詳
し
く
は
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
対
策
と
し
て
昨
年
度
、
厚

生
省
の
心
身
障
害
研
究
会
か
ら
突

然
死
と
対
象
児
の
実
態
調
査
を
行

っ
た
報
告
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
報
告
や
内
外
の
研
究

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
乳
幼
児
突
然

死
症
候
群
の
危
険
因
子
の
可
能
性

が
疑
わ
れ
る
育
児
環
境
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

①
う
つ
ぶ
せ
寝
は
、
あ
お
む
け
寝

　

の
約
三
倍
で
発
生

②
人
工
栄
養
保
育
は
、
母
乳
栄
養

　

保
育
に
対
し
て
約
四
・
八
倍
で

　

発
生

③
保
護
者
や
ほ
か
の
同
居
家
族
に

　

喫
煙
習
慣
が
あ
る
場
合
は
、
な

　

い
場
合
の
約
四
・
七
倍
で
発
生

④
厚
着
な
ど
乳
児
の
体
を
暖
め
過

　

ぎ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
発
生

　

に
大
き
な
差
は
な
い
が
、
指
摘

　

は
さ
れ
て
い
る

大
事
な
家
族
の
協
力

　

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
の
発
生

を
防
ぐ
た
め
に
、
未
熟
児
や
病
気

に
よ
る
医
療
現
場
な
ど
特
殊
な
例

を
除
き
、
家
庭
で
は
次
の
こ
と
に

心
掛
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
乳
児
は
あ
お
む
け
に
寝
か
す

・
母
乳
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
が

　

い
わ
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
て

　

も
三
ヵ
月
ま
で
は
母
乳
で
育
て

　

る
・
母
親
の
妊
娠
期
間
を
含
め
て
、

　

同
居
家
族
は
禁
煙
す
る

ちよつと気になる栄養の話

　

スーパーの生鮮食品売場で、枝豆を目にする

機会が増えました。

　

枝豆は、大豆を未成熟な状態で収穫したもの

です。生活習慣病や老化予防に有効とされる大

豆の栄養のほかに、夏の疲れを予防し、回復す

るために必要なビタミンB群を多く含んでいま

す。夏はビールがおいしい季節ですが、アル

コールを飲む人には特にビタミンB群が必要で

す。おつまみに枝豆は、栄養的な組み合わせか

らも好ましいでしょう。

　

タンパク質、脂肪、ミネラル（カルシウム・

鉄）も直富に含んでいます。塩ゆでしてそのま

ま゛C印、物やしょう油漬け、よく回‰

｀5腐、ず和えなどにして。

　　　　

｀楽しヽ｀く’゛さい。

尚｀曼1訟回譜おご

皆ざんめ健康づくりを後押しします・保健センター（豊65・7333）



暮
ら
し
の

ア
お
石
ハ
守
ス

自動製氷機の手入れ

放置すると

細菌やカビが繁殖

　

自
動
製
水
機
付
き
の
冷
凍
冷
蔵
庫
は
、
氷
を
作
る
た
び

に
製
氷
皿
に
水
を
張
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
度
給
水

タ
ン
ク
に
水
を
た
め
れ
ば
、
後
は
タ
ン
ク
の
水
が
無
く
な

る
ま
で
使
用
に
応
じ
て
水
が
作
ら
れ
ま
す
。
水
を
替
え
る

手
間
が
掛
か
ら
な
い
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
手
入
れ
が
必
要
な
の
で
し
よ
う
か
。

自
動
製
氷
の
仕
組
み

　

一
九
八
九
年
に
自
動
製
氷
機
付

き
冷
蔵
庫
が
発
売
さ
れ
て
か
ら
約

十
年
に
な
り
ま
す
。
自
動
的
に
氷

を
作
っ
て
く
れ
る
自
動
製
氷
機
は

大
変
便
利
な
も
の
で
す
。

　

製
氷
皿
に
氷
が
出
来
る
と
、
貯

氷
ボ
ッ
ク
ス
に
落
下
し
氷
が
貯
ま

り
ま
す
。
一
定
以
上
の
氷
が
貯
ま

る
と
水
受
け
皿
の
給
水
を
止
め
、

製
氷
を
停
止
し
ま
す
。
こ
の
間
に
、

次
の
氷
を
作
る
た
め
の
水
が
給
水

タ
ン
ク
か
ら
水
受
け
皿
に
供
給
さ

れ
、
製
氷
機
能
が
再
開
す
る
ま
で

そ
こ
に
水
が
溜
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

冷
蔵
庫
内
の
空

気
は
循
環
し
て
い

る
た
め
、
こ
の
状

態
で
長
期
間
放
置

さ
れ
て
い
る
と
、

や
が
て
庫
内
の
食

品
に
つ
い
て
い
た

細
菌
や
カ
ビ
が
水

受
け
皿
の
水
の
部

分
に
入
り
込
む
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
水
受
け
皿
だ
け
で

な
く
浄
化
フ
ィ
ル
タ
ー
や
パ
イ

プ
、
ポ
ン
プ
内
に
も
カ
ビ
が
付
着

し
、
繁
殖
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
の
モ
デ
ル
で
は
、
給
水
タ

ン
ク
か
ら
水
を
直
接
製
氷
皿
へ
注

人
す
る
ダ
イ
レ
ク
ト
給
水
方
式
に

な
っ
て
い
て
、
今
ま
で
洗
い
に
く

か
っ
た
給
水
タ
ン
ク
の
取
り
外
し

が
容
易
に
な
り
、
隅
々
ま
で
洗
え

る
よ
う
に
改
良
さ
れ
て
い
ま
す
。

手
入
れ
の
基
本

　

自
動
製
氷
機
の
手
人
れ
の
方
法

を
紹
介
し
ま
し
よ
う
。

①
取
扱
説
明
書
を
必
ず
読
み
、
部

　

品
の
外
し
方
や
手
入
れ
方
法
を

　

確
認
す
る

2
週
一
回
は
、
給
水
タ
ン
ク
や
受

　

け
皿
な
ど
の
部
品
を
柔
ら
か
い

　

ス
ポ
ン
ジ
や
布
で
水
洗
い
す
る

3
水
以
外
（
お
茶
や
ジ
ュ
ー
ス
な

　

ど
）
の
も
の
は
、
絶
対
に
入
れ

　

な
い

④
長
期
間
氷
を
使
用
し
な
い
場
合

　

は
、
給
水
タ
ン
ク
や
水
受
け
皿

　

の
水
を
空
に
し
て
お
く

　
　

「
週
一
回
の
水
洗
い
」
が
自
動

製
氷
機
に
は
欠
か
せ
な
い
手
人
れ

の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

頑
固
な
汚
れ
は
洗
剤
使
用

　

ど
う
し
て
も
落
ち
に
く
い
汚
れ

が
あ
る
と
き
は
、
食
器
・
台
所
用

洗
剤
を
含
ま
せ
た
ス
ポ
ン
ジ
や
布

な
ど
で
洗
い
、
す
す
ぎ
を
よ
く
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
古
い
タ

イ
プ
の
機
械
で
、
す
で
に
水
あ
か

や
カ
ビ
が
発
生
し
て
い
る
場
合
に

は
、
洗
浄
で
き
る
個
所
を
十
分
に

洗
っ
た
後
で
、
二
、
三
回
は
氷
を

作
る
作
業
を
繰
り
返
し
、
出
来
た

氷
は
捨
て
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で

も
改
善
さ
れ
な
い
場
合
に
は
メ
ー

カ
ー
と
相
談
し
て
、
部
品
交
換
を

考
え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

消費生活にSllするご相談は消費者相談センターへL66・1111内線464 （lふl）



市民⑩

ぺづ

一
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
a
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

お父さんまだ決まんないの

　　

（古本リサイクル市）

＜Iるー・39登場 神子踊保存会

古
い
ま
ま
の
形
を
残
し
て
い
き
た
い

　

神
子
踊
保
存
会
は
、
上
打
波
に

古
く
か
ら
伝
わ
る
郷
土
芸
能
を
残

し
て
い
こ
う
と
、
昭
和
三
十
七
年

八
月
十
四
日
に
設
立
さ
れ
、
「
神

子
踊
」
の
保
存
・
伝
承
を
中
心
に
、

活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
る
市
民

グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

上
打
波
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
た

ち
で
組
織
さ
れ
、
八
月
と
二
月
に

行
う
主
催
行
事
の
ほ
か
、
城
ま
つ

り
や
市
文
化
祭
、
各
種
公
演
な
ど

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

上
打
波
に
は
、
千
年
以
上
も
昔

に
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
古
い
形

の
歌
や
踊
り
な
ど
、
多
く
の
郷
土

芸
能
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
郷
土
芸
能
の
う
ち
、
盆
踊
り

の
「
神
子
踊
」
は
昭
和
三
十
四
年

七
月
三
十
一
日
、
県
の
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
存
会
は
上
打
波
で
、
伝
承
活

動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
過
疎
が

進
み
、
転
居
す
る
会
員
も
多
く
な

り
、
上
打
波
で
の
活
動
が
困
難
に

な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が

「
先
人
の
す
ば
ら
し
い
文
化
を
捨

て
て
出
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
い
う
会
員
の
情
熱
に
よ
っ
て
、

伝
承
の
場
を
市
街
地
に
移
し
て
活

動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
八
月
十
四
日
に
は
、

上
打
波
ゆ
か
り
の
人
た
ち

が
集
ま
り
、
保
存
会
主
催

の
「
神
子
踊
」
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
　

「
神
子
踊
は
、
派
手
な

踊
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
代
に
合
っ
た
振
り
付
け

に
し
て
は
と
、
言
わ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、

昔
か
ら
の
古
い
形
を
守
る

こ
と
で
、
本
物
の
価
値
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
郷
土
芸
能
は

地
域
に
密
着
し
な
が
ら
続

け
ら
れ
る
も
の
で
す
が
、

神
子
踊
は
上
打
波
か
ら
離
れ
た
場

所
で
続
け
て
い
る
の
で
、
苦
労
が

多
い
で
す
。
し
か
し
、
地
域
の
文

化
財
と
し
て
、
昔
か
ら
の
伝
統
を

守
っ
て
行
く
こ
と
を
第
一
に
考
え

て
、
で
き
る
だ
け
古
い
ま
ま
の
形

を
残
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と

熱
心
な
、
保
存
会
事
務
局
長
の
幅

口
さ
ん
で
し
た
。

ラが福井国際芸術祭にて

フックトーク

たいt

『
山
本
麗
子
の

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ク
ッ
キ
ン
グ
』

　

夏
も
盛
り
で
す
。
ナ
ス
、
キ
ュ

ウ
リ
、
ト
マ
ト
に
ピ
ー
マ
ン
。
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
も
た
く
さ
ん
採
れ
ま

す
。
井
戸
水
で
冷
や
し
た
キ
ュ
ウ

リ
に
塩
を
か
け
て
食
べ
る
っ
て
お

い
し
い
で
す
ね
。
大
野
で
は
ス
ー

パ
ー
で
も
産
直
と
同
じ
く
ら
い
新

鮮
な
野
菜
が
買
え
ま
す
が
、
自
分

で
野
菜
を
作
っ
て
料
理
し
、
人
を

も
て
な
す
こ
と
は
格
別
の
楽
し
み

で
す
。

　

最
近
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
が
流
行
し

て
い
ま
す
が
、
花

ば
か
り
で
な
く
野

菜
を
作
る
人
も
増

え
て
き
ま
し
た
。

観
葉
植
物
の
よ
う

に
ハ
ー
プ
を
育
て
、

料
理
に
使
う
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。

大
き
く
な
る
ナ
ス

や
赤
く
色
づ
く
ト

マ
ト
が
か
わ
い
く
な
り
ま
す
。
い

つ
も
の
サ
ラ
ダ
や
煮
物
が
、
ち
ょ

っ
と
違
っ
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
身
近
で
野
菜
を
作
っ
て

い
る
人
な
ら
で
は
の
こ
と
で
す
。

　

自
分
で
作
っ
た
野
菜
で
、
い
つ

も
と
違
う
料
理
を
考
え
る
時
、
こ

の
本
を
参
考
に
し
ま
せ
ん
か
。
四

季
折
々
の
野
菜
や
果
物
の
成
長
を

楽
し
む
暮
ら
し
と
と
も
に
、
料
理

を
楽
し
む
本
で
す
。

　

こ
の
本
の
中
で
も
、
夏
の
料
理

に
は
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
が
主
役
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ト
マ
ト
を
ト
ー

ス
ト
に
の
せ
た
り
、
焼
き
ナ
ス
を

サ
ラ
ダ
に
し
た
り
と
意
外
な
使
い

方
が
あ
り
ま
す
。
一
度
に
た
く
さ

ん
採
れ
た
ナ
ス
や
ピ
ー
マ
ン
を
焼

い
て
サ
ラ
ダ
に
し
た
ら
す
ぐ
に
な

く
な
り
そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
料
理
作

り
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
お
い
し
い
野
菜
を
作
っ
て
料

理
し
、
お
盆
に
帰
省
し
た
人
に
も

味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。『山本麗子のガーデニングクッキング』

　　　　

山本麗子著講談社
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私宅，べ
■ノ．｀Cこ，そ

地
下
水
位
の
表
示
板
を
感
じ
の
良
い
も
の
に

　

i
し
Ｇ

　

市
街
地
に
住
む
者

と
し
て
、
地
下
水
の

変
化
は
大
変
気
に
な

り
ま
す
。
「
今
日
の
水
位
は
ど
の

く
ら
い
だ
ろ
う
」
と
、
い
つ
も
表

示
板
を
見
て
い
ま
す
。
で
も
、
普

段
は
何
気
な
く
見
て
い
る
表
示
板

も
、
場
所
に
よ
っ
て
種
類
が
違
っ

て
い
る
の
で
す
ね
。

　

私
は
い
つ
も
本
願
清
水
に
い
き

ま
す
が
、
昨
年
と
て
も
感
じ
の
良

い
表
示
板
が
で
き
ま
し
た
。
ほ
か

の
看
板
も
そ
う
な
っ
て
い
る
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
昔
の
ま
ま
の

古
い
表
示
板
の
よ
う
で
す
。

　

観
光
で
来
ら
れ
た
人
も
、
水
位

の
表
示
板
を
見
る
と
珍
し
い
の
か

感
心
し
て
帰
ら
れ
ま
す
。
本
願
清

水
以
外
の
表
示
板
も
、
感
じ
の
良

い
も
の
に
付
け
替
え
た
ら
ど
う
で

し
よ
う
か
。
（
市
内
主
婦
）

　

い
つ
も
地
下
水
に

関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
い
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
市
は
「
御
清
水
」
が
環
境
庁

の
名
水
百
選
に
選
ば
れ
る
な
ど
名

水
の
町
と
し
て
有
名
で
す
が
、
近

年
は
地
下
水
位
の
低

下
に
悩
ん
で
い
ま
す
。

市
で
は
地
下
水
対
策

の
一
環
と
し
て
、
市

民
の
協
力
に
よ
り
市

内
上
三
ヵ
所
で
毎
日
、

地
下
水
位
の
観
測
を

行
い
、
結
果
を
水
位

表
示
板
で
表
示
し
て

い
ま
す
。

　

本
願
清
水
の
表
示
板
は
、
昨
年

九
月
か
ら
の
観
測
開
始
に
よ
り
設

置
し
た
も
の
で
す
。

　

表
示
板
は
市
民
に
地
下
水
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
設

置
し
て
い
ま
す
が
、
本
願
清
水
以

外
の
表
示
板
は
い
ず
れ
も
か
な
り

古
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は

こ
れ
ら
の
表
示
板
を
、
名
水
の
町

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
順
次
変
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
下
水
は
有
限
で
貴
重
な
市
民

共
通
の
財
産
で
す
。
子
々
孫
々
ま

で
残
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か

ら
も
節
水
に
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
（
生
活
環
境
課
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
。
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
面
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

W恂瞼

知
っ
て
も
ら
い
た
い
竹
炭
の
魅
力

北
川
経
夫
さ
ん
（
六
ト
八
成
東
中
）

　

北
川
さ
ん
は
現
在
、
「
越
前
竹

炭
生
産
組
合
」
の
組
合
長
と
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

北
川
さ
ん
は
、
市
内
に
多
く
あ

り
三
年
で
成
長
す
る
竹
を
、
林
産

物
と
し
て
う
ま
く
活
用
で
き
な
い

か
と
い
ろ
い
ろ
考
え
、
平
成
六
年

に
竹
割
ば
し
の
生
産
を
始
め
ま
し

た
。
し
か
し
、
竹
割
ば
し
の
生
産

で
は
、
竹
の
良
い
部
分
だ
け
を
利

用
す
る
た
め
、
切
れ
端
が
た
く
さ

ん
残
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成

七
年
か
ら
、
た
く
さ
ん
残
っ
た
切

れ
端
を
窯
で
焼
い
て
竹
炭
を
作
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

「
竹
は
低
温
で
ゆ
っ
く
り
焼
く

と
、
固
く
き
れ
い
な
竹
炭
に
な
り

ま
す
。
最
初
の
こ
ろ
は
、
き
れ
い

な
竹
炭
を
作
る
の
に
苦
労
し
ま
し

た
。
竹
を
焼
く
た
び
に
出
来
具
合

が
違
う
の
で
、
焼
き
窯
に
火
を
入

れ
る
と
、
体
重
が
ニ
キ
ロ
ほ
ど
減

り
ま
し
た
よ
」
と
北
川
さ
ん
は
、

始
め
た
こ
ろ
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

竹
炭
や
副
産
物
の
竹
酢
は
、
健

康
や
殺
菌
、
防
臭
な
ど
に
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
北
川

さ
ん
は
自
分
自
身
で
そ
の
効
果
を

体
験
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
に
も

竹
炭
や
竹
酢
の
良
さ
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

大
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
が
取
り
扱
っ
て
い
る
「
健
康
竹

炭
ま
く
ら
」
に
は
、
こ
の
竹
炭
が

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

「
き
れ
い
に
竹
炭
が
出
来
上
が

っ
た
と
き
は
、
本
当
に
う
れ
し
い

で
す
よ
」
北
川
さ
ん
は
、
出
来
上

が
っ
た
竹
炭
を
見
な
が
ら
目
を
細

め
て
い
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

・
勝
原
夜
空
で
ダ
ン
ス
会

　

生
バ
ン
ド
を
聴
き
な
が
ら
、
ワ

イ
ワ
イ
ー
ガ
ヤ
ガ
ヤ
。
勝
原
の
自

然
の
中
で
、
明
日
の
元
気
の
た
め

に
、
み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
よ
う
。
焼
き
鳥
や
か
き
氷
な
ど

の
屋
台
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

日
時
8
月
8
日
①
午
後
6
時
～

　
　

（
雨
天
の
場
合
、
中
止
）

場
所
勝
原
駅
裏
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
費
無
料
（
屋
台
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ
先
林
さ
ん
（
豊
6
5

・
6
8
3
6
）

…
こ
え
さ
か

　

ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

森
の
木
陰
で
音
を
楽
し
む
ぜ
い

た
く
。
夏
の
星
空
の
も
と
で
、
優

し
い
静
け
さ
に
包
ま
れ
な
が
ら
、

快
い
音
色
に
酔
い
ま
し
よ
う
。

日
時
8
月
5
日
2
午
後
7
時
1
5

　

分
～

場
所
こ
え
さ
か
峠
・
阿
難
祖
地

　

頭
方
白
山
神
社
境
内
（
雨
天
の

　

場
合
、
小
山
公
民
館
）

入
場
料
3
0
0
円
（
お
茶
・
和

　

菓
子
付
き
）

持
ち
物
敷
物
（
座
布
団
な
ど
）

　

・
靴
入
れ
（
袋
）

問
い
合
わ
せ
先
「
こ
の
指
ち
や

　

ま
れ
の
会
」
佐
々
木
さ
ん
（
容

　

6
6
・
1
1
7
Q
り
）



生まれ育った街で働こう

就職希望生徒の職場見学

　

来春、高校を卒業し、就職を希望している

生徒を対象にした職場見学が、7月6日から

10日の4日間、市内の企業などで行われまし

た。職場見学は、高校生が就職先を選択する

前に、職業に関する正しい知識を得ることや、

地元産業の職場事情、環境をよく理解しても

らい、地元産業への就職促進を目的に毎年行

っています。参加した生徒たちは、企業側の

説明や工場内での作業の様子を熱心に見学し

ていました。

ゲーム形式で楽しく

「リハビリピック」開催

　

楽しみながら体の機能回復訓練に取り組も

うと7月7日、巾保健センターで「リハビリ

ピック」を開きました。センターでは、週に

2回リハビリ教室を実施しています。この日

は、教室に通う人と在宅で療養中の人たち24

人が参加しました。午前中、ゲーム形式のリ

ハビリに取り組んだ後、「回復メニュー」の

食事で親ぼくを深め、和気あいあいと「リハ

ビリピック」を楽しんでいました。

今大会も頑張って

県体選手団の結団式

　

有終会館で7月9日、第50回県民体育大会

に出場する市選手団の、結団式が行われまし

た。昨年の県体では団体5種目に優勝、総合

6位の成績でした。今大会には397人の選

手が25種目に出場します。日程が違う競技も

ありますが、ほとんどの競技は8月8日から

10日に開催され、競技ごとに会場が福井市、

武生市、敦賀市など県内各地に分かれます。

選手の皆さん、今年も頑張ってください。

話循回底場秘書広報課広報広聴係豊66・1111



拍循回底場
みんなで心地よい汗

市福祉スポーツ大会

　

第18回大野市福祉スポーツ大会が7月5

日、エキサイト広場で開催されました。この

大会は、巾内の福祉施設人所者や在宅障害者

が、スポーツを通して交流しようと始められ

たものです。この日は、市内の身障者団体や

福祉施設から約400人が参加、団体ごとに

9チームに分かれ、風船割りリレー競走やジ

ュース飲み競走、収いす競走などの競技で心

地よい汗を流し、親睦を深めました。

美しいハーモニーにうっとり

大野混声合唱団が演奏会

　

大野混声合唱団の演奏会が6月27日、市文

化会館で開催されました。演奏は第1ステー

ジで混声合唱組曲、第2ステージはポピュラ

ー曲、最後の第3ステージではガブリエル・

フォーレ作曲の「レクイエム」と趣向を凝ら

した3ステージの構成で行われました。演奏

会に集まった約250人の人たちは、混声合

唱の美しいハーモニーにうっとり聞き入って

いました。

子どもと本とのよい出会いを

まついのりこさん講演会

　　

「絵本のよろこび紙芝居のたのしさ一子ど

もと共に歩んでー」をテーマに6月27日、市

図書館で絵本作家まついのりこさんの講演が

開催されました。若いお母さんや保母さんな

ど約70人が参加し、熱心に聞き人つでいまし

た。まついさんは、良い絵本との出合いや絵

本ができるまで、日本人が作りだした紙芝居

の楽しさなど実演を交えながら話を進め、会

場は和やかな雰囲気に包まれていました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

8月

・
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
部
門
小
学
生
、
中
学
生
、

　

高
校
生
・
一
般
の
各
部

テ
ー
マ
①
あ
な
た
が
ボ
ラ
ン
テ

　

ィ
ア
体
験
を
通
し
て
感
じ
た
こ

　

と
②
あ
な
た
が
考
え
る
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
活
動

要
領
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙

　

2
枚
以
内
（
縦
書
き
）

応
募
締
め
切
り
日
8
月
2
8
日
唐

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
県

社
会
福
祉
協
議
会
・
県
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
〒
9
1
0

－
8
5
1
6
福
井
市
光
陽
2
丁

目
3
－
2
2
豊
0
7
7
6
・
2
4

・
4
9
8
7
）

●
女
子
学
生
の
就
職
問
題

　
　

相
談
窓
口
を
開
設
中

　

福
井
女
性
少
年
室
で
は
、
「
女

子
学
生
の
就
職
に
関
す
る
相
談
窓

口
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

疑
問
を
感
じ
た
と
き
は
、
お
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間
毎
日
午
前
9
時
～
午

　

後
5
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

　

を
除
く
）

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
福
井
女

　

性
少
年
室
（
〒
9
1
0
－
0
0

　

1
9
福
井
市
春
山
I
－
I
－
5
4

　

福
井
春
山
合
同
庁
舎
9
階
豊

　

0
7
7
a
U
●
2
2
・
Q
り
（
M
4
7
）

●
手
話
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

手
話
を
基
礎
か
ら
学
ぶ
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
9
月
4
日
～
H
月
2
0
日
ま

　

で
（
1
0
月
2
日
・
1
6
日
を
除
く
）

　

の
毎
週
金
曜
日
午
後
7
時
～

　

計
1
0
回

場
所
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
師
谷
口
敏
子
さ
ん
・
柳
原
辰

　

之
さ
ん

定
員
先
着
2
0
人

受
講
料
1
5
0
0
円
（
教
材
費

　

を
含
む
）

準
備
物
筆
記
用
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
豊
6
5
・

　

7
2
2
1
）

●
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
9
5
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
操
作
を
習
得
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
た
い
人
、

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
9
5
を
使
っ
た
こ
と

が
な
い
人
の
た
め
の
講
座
で
す
。

日
時
9
月
8
日
囚
～
H
日
1
ま

　

で
の
毎
日
午
後
1
時
3
0
分
～
3

　

時
3
0
分
計
4
回

場
所
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

使
用
機
種
D
O
S
／
V
（
富
士

　

通
F
M
V
）

定
員
先
着
1
5
人

受
講
料
3
0
0
0
円
（
教
材
費

　

を
含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　

（
豊
6
5
●
6
8
4
0
）

●
明
る
い
選
挙
標
語
募
集

　

明
る
い
選
挙
に
関
す
る
標
語
を

募
集
し
ま
す
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
も

の
で
あ
れ
ば
、
俳
句
調
、
短
歌
調

な
ど
特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
用
紙
は
、
各
公
民
館
に
あ
り

ま
す
。

応
募
締
め
切
り
日
8
月
3
1
日
⑥

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
市
選
挙

管
理
委
員
会
（
〒
9
1
2
－
8

6
6
6
天
神
町
I
－
I
豊
6
6

．
1
1
1
1
内
線
り
a
″
o
l
）

●
陽
明
中
吹
奏
楽
の
タ
ベ

日
時
8
月
2
2
日
①
午
後
6
時
3
0

　

分
～

場
所
市
文
化
会
館

内
容
陽
明
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

　

演
奏
会
と
美
術
部
の
作
品
展
示

主
催
陽
明
中
学
校
P
T
A
文
化

　

委
員
会
・
第
2
学
年
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先
陽
明
中
学
校
・

　

村
口
先
生
（
豊
6
5
・
1
1
2
1
）

ミスおおの198コンテスト

　

大野市観光協会では、ミスおおのコンテスト

の出場者を募集します。「ミスおおの」の皆さ

んは、市のイメージアップや観光PRに活躍し

ています。10代目の「ミスおおの」になってみ

ませんか。

応募資格県内に在住する18歳以上の未婚女性

　

（高校生は除く）

応募方法住所・氏名・生年月日・職業・電話

　

番号・趣味を明記のうえ、上半身写真を添え

　

て申し込む（自薦・他薦は問わない）

応募期間8月1日①～31日⑥
応募・問い合わ

　

せ先大野市

　

観光協会（〒

　

912－00

　

84天神町2

　

－4容65・

　

5521） 祥1おおの‘分

交通
安全

剱
r

高
齢
者
の
運
転
マ
ナ
ー

　

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
も
増
加
し

続
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
九
年
の
市
内
交
通
事
故

の
死
傷
者
数
は
二
百
十
七
人
、

う
ち
高
齢
者
は
四
十
四
人
で
全

体
の
二
十
％
で
す
。
し
か
し
、

死
者
数
で
は
四
人
中
二
人
が
高

齢
者
で
、
全
体
の
五
十
％
と
な

り
ま
す
。

　

次
の
こ
と
を
守
り
、
高
齢
者

の
交
通
事
故
を
無
く
し
て
い
き

ま
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
中
の
注
意

一
無
理
な
横
断
を
し
な
い

二
止
ま
っ
て
い
る
ク
ル
マ
と

　

ク
ル
マ
の
間
を
横
断
し
な
い

三
道
路
の
左
側
を
歩
か
な
い

四
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、

　

黒
っ
ぽ
い
服
装
を
避
け
、
反

　

射
材
を
付
け
る
な
ど
の
工
夫

　

を
す
る

自
転
車
乗
用
中
の
注
意

一
交
差
点
で
は
一
時
停
止
を

　

す
る

二
並
ん
で
走
っ
て
い
る
ク
ル

　

マ
の
動
き
に
気
を
つ
け
る

三
右
折
す
る
と
き
は
、
交
差

　

点
の
真
ん
中
を
通
ら
な
い

四
無
灯
火
で
乗
ら
な
い

五
酒
を
飲
ん
で
乗
ら
な
い

六
傘
を
さ
し
て
乗
ら
な
い

七
右
側
通
行
を
し
な
い

　

そ
の
他
交
通
マ
ナ
ー
を
守
り

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

…
夏
休
み
ビ
デ
オ
映
画
劇
場

場
所
市
図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

期
日
8
月
5
日
2
・
1
2
日
2
・

　

2
2
日
①
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～

　

人
場
無
料

問
い
合
わ
せ
先
市
視
聴
覚
ラ
イ

　

ブ
ラ
リ
ー
（
容
6
5
・
5
5
0
1
）

・
雑
誌
の
無
料
配
布

　

市
図
書
館
で
使
用
し
た
平
成
9

年
1
月
か
ら
ロ
ー
月
の
雑
誌
を
、
4

ヵ
月
分
ず
つ
3
日
に
分
け
て
無
料

で
配
布
し
ま
す
。
（
一
部
対
象
外

の
雑
誌
も
あ
り
ま
す
）

日
時
8
月
1
3
日
2
～
1
5
日
①
の

　

毎
日
午
前
1
0
時
～

場
所
市
図
書
館

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
豊

　

6
5
・
5
5
0
0
）

・
人
形
劇
「
ま
ほ
う
の
ふ
で
」

　

福
井
大
学
児
童
文
化
研
究
会
の

人
た
ち
に
よ
る
人
形
劇
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

日
時
8
月
4
日
囚
午
後
1
時
～

場
所
市
図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

対
象
小
学
校
低
学
年
、
幼
児

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
酋

　

6
5
・
5
5
0
0
）

・
老
後
に
も
う
一
つ
の
安
心

　
　
　
　
　

国
民
年
金
基
金

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金

に
上
積
み
す
る
給
付
を
行
う
、
公

的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

加
人
は
口
数
制
で
、
老
後
の
生

活
設
計
に
合
わ
せ
年
金
額
や
給
付

の
型
を
選
択
で
き
、
柔
軟
性
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
掛
け
金
の
額

は
加
入
時
の
年
齢
で
変
わ
り
ま
す

か
ら
、
若
い
う
ち
に
加
入
す
る
方

が
負
担
も
少
な
く
お
得
で
す
。

　

特
典
と
し
て
、
掛
金
の
全
額
が

所
得
控
除
（
社
会
保
険
料
控
除
）

の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
や
住
民

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
受

け
取
る
年
金
に
は
公
的
年
金
等
控

除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
基
金
に
加
人
し
て
、

老
後
の
生
活
設
計
に
も
う
一
つ
の

「
安
心
」
を
プ
ラ
ス
し
て
く
だ
さ

い
。

　

掛
け
金
の
支
払
い
は
、
国
民
年

金
保
険
料
と
合
わ
せ
、
口
座
振
替

の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

加
入
で
き
る
人

　

国
民
年
金
の
第
1
号
加
人
者
＝

2
0
歳
以
±
6
0
歳
未
満
で
、
自
営
業

・
農
林
漁
業
・
学
生
・
無
職
の
人

問
い
合
わ
せ
先
福
井
県
国
民
年

　

金
基
金
（
a
0
1
2
0
・
4
0
・

　

4
3
5
5
）
ま
た
は
市
役
所
市

　

民
課
年
金
係
（
酋
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
5
6
）

・
こ
の
夏
あ
な
た
も

　
　

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト

　

自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
夏

休
み
特
別
企
画
を
実
施
し
ま
す
。

★
特
別
展
「
福
井
の
シ
ダ
」

　

8
月
3
0
日
2
ま
で
（
2
除
く
）

★
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

日
時
8
月
8
日
①
午
後
1
時
～

　

9
日
2
正
午

定
員
5
0
人

参
加
費
3
0
0
0
円

★
ミ
ニ
観
察
会
「
自
然
観
察
の
森
」

日
時
8
月
3
0
日
2
ま
で
（
2
除

　

く
）
毎
日
午
前
1
0
時
～

定
員
な
し

★
お
盆
の
特
別
公
開

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
＝
8
月
1
4
日

②
～
1
6
日
2
、
天
体
観
望
会
＝
8

月
1
4
日
毎
・
1
5
日
①

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
い

　

ず
れ
も
県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

　

（
豊
6
7
・
1
6
5
6
）

…
屋
根
融
雪
装
置
の

　
　
　

設
置
に
補
助
金

　

市
で
は
雪
に
強
い
街
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
自
ら
が
居
住
す
る

個
人
住
宅
に
県
が
認
定
し
た
屋
根

融
雪
装
置
を
設
置
す
る
人
に
、
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。
該
当
す
る

人
は
、
手
続
き
を
お
早
め
に
。

補
助
金
額
設
置
費
用
の
3
分
の

　

1
（
限
度
額
6
0
万
円
）

補
助
件
数
3
0
件

申
込
期
限
8
月
2
1
日
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
建
設
課
管
理
建
築
係
（
酋

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
4
7
）

・
市
日
中
友
好
訪
中
団

　
　
　
　

参
加
者
を
募
集

　

中
国
の
北
京
や
西
安
な
ど
の
都

市
を
訪
問
し
、
そ
の
歴
史
や
文
化

を
学
ぶ
と
共
に
、
訪
問
先
で
現
地

の
人
と
の
交
流
を
行
い
ま
す
。

期
日
1
0
月
2
6
日
2
～
3
1
日
①

訪
問
先
北
京
・
西
安

参
加
資
格
一
般
市
民

募
集
人
員
先
着
3
0
人

参
加
費
用
2
1
万
円
（
パ
ス
ポ
ー

　

ト
取
得
費
用
や
個
人
的
経
費
は

　

含
ま
な
い
）

申
込
締
切
日
8
月
3
1
日
2

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
日
本
中
国
友
好
協
会
事
務

　

局
（
〒
9
1
2
－
0
0
8
4
天

　

神
町
1
－
1
9
有
終
会
館
内
豊

　

6
5
・
6
8
4
5
）

…
河
川
の
危
険
水
域
に
は

　
　
　

立
ち
入
ら
な
い
で

　

真
名
川
の
佐
開
橋
上
流
は
、
県

営
真
名
川
発
電
所
と
北
陸
電
力
五

条
方
発
電
所
か
ら
放
水
が
あ
り
、

危
険
水
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
危
険
水
域
に
は
、
立
入

禁
止
の
看
板
や
警
報
サ
イ
レ
ン
が

常
設
し
て
あ
り
ま
す
。

　

夏
期
間
は
、
河
川
に
立
ち
入
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
周
辺

で
は
十
分
注
意
し
、
危
険
水
域
に

は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

8月1日～7日

第22回水の週間

　

水は限りある貴重な資

源です。節水に心掛け、

水を大切に使いましょう。

川に油を流さないで

　

市内には何本もの川や水路があり、生活排水から防

火や融雪、農業用のかんがい用水として、大切な役割

を果たしています。

　

これらの川や水路にゴミや油が流れると、見た目に

汚いだけでなく、分岐や水門に設けられたスクリーン

にこのゴミや油が掛かり、水の流れを悪くしたり悪臭

を放ったりします。水質を悪化させたり、川にすむ昆

虫や魚などの生態系に悪い影響を与えることも考えら

れます。

　

特に油は、食用油・機械油を問わず環境を害し、農

作物などに被害を及ぼし

ます。流さないよう上分

注意してください。

　

河川の上流に住む住民

として、一人ひとりが気

を付けて、川を汚さない

ようにしましょう。
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お
お
の
城
ま
つ
り
の
う
ち
わ

長
谷
川
さ
だ
尾
さ
ん
（
木
本
大
西
出
）

　

木
本
大
西
出
の
長
谷
川
さ
だ
尾
さ
ん
（
八

十
二
歳
）
の
宝
は
、
お
お
の
城
ま
つ
り
の
う

ち
わ
で
す
。

　

城
ま
つ
り
は
昭
和
四
十
二
年
に
始
ま
り
、

八
月
に
は
欠
か
せ
な
い
夏
の
伝
統
行
事
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
城
ま
つ
り
で
う
ち
わ
が

配
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
四
上

五
年
か
ら
。
長
谷
川
さ
ん
は
、
こ
の
う
ち
わ

を
古
い
も
の
か
ら
新
し
い
も
の
ま
で
十
三
種

類
二
上
四
枚
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
か
ら
「
残
し
て
お
こ
う
」
と
か
「
集

め
て
み
よ
う
」
と
考
え
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
長
谷
川
さ
ん
は
盆
踊
り
を
見
る
の
が

好
き
で
す
が
、
城
ま
つ
り
に
は
な
か
な
か
行

け
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
城
ま
つ

り
に
参
加
し
た
近
所
の
人
が
、
お
土
産
に
持

っ
て
来
て
く
れ
た
う
ち
わ
を
大
切
に
取
っ
て

お
い
た
も
の
で
す
。
今
で
は
、
お
孫
さ
ん
た

ち
も
う
ち
わ
を
持
っ
て
来
て
く
れ
ま
す
。

　
　

「
昔
は
市
内
の
各
地
で
盆
踊
り
が
あ
り
、

木
本
で
も
二
重
の
輪
が
で
き
る
ほ
ど
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
踊
る
よ
り
も
見

て
い
る
方
が
好
き
で
す
が
、
当
時
の
盆
踊
り

は
、
そ
ば
に
い
る
と
今
に
け
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
ほ
ど
足
を
上
げ
て
、
荒
々
し

く
踊
っ
て
い
ま
し
た
」
と
、
昔
を
懐
か
し
み

ま
す
。

　
　

「
う
ち
わ
の
絵
柄
が
変
わ
る
の
で
、
今
度

は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
な
か
な
か
城
ま
つ
り
に
行
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
行
き
た
い
で

す
ね
」
と
、
長
谷
川
さ
ん
は
ほ
ほ
笑
み
ま
し

た
。

市民のうごき

7J‾H［」現有ミ 前月比

匪帯数 目．635ttt帯 目凹帯

人日 41，006人 △21人

内訳
男 19，644人 △13人

女 21，362人 △8人

6月中の異動
転入 52人 出生 22人

転出 65人 死亡 30人

市内の交通事故状況（9ヵ、6ゆ）

件数内訳
平成10年

6月末

平成9年

6月末
比較

総件数 251件 288件 △37件

人
身

事
故

件数 91件 79件 12件

死者 1人 2人 △1人

傷者 116人 109人 7人

物損事故 160件 209件 △49件

表
紙
の
こ
と
ば

　

地
元
の
人
た
ち
の
手
で
よ
み

が
え
っ
た
中
野
清
水
。
自
分
た

ち
も
地
域
で
何
か
役
立
つ
こ
と

を
と
七
月
十
三
日
、
陽
明
中
学

校
の
生
徒
が
中
野
清
水
の
清
掃

奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。
夏
と
は

い
え
わ
き
水
の
温
度
は
、
セ
氏

十
二
、
三
度
で
す
。
冷
た
い
水

の
中
で
生
徒
た
ち
は
、
心
地
よ

い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　
　

「
夏
日
」
「
真
夏
日
」
「
熱
帯

夜
」
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
す

が
、
夏
日
は
最
高
気
温
が
二
十

五
度
以
上
、
真
夏
日
は
三
十
度

以
上
の
日
、
熱
帯
夜
は
最
低
気

温
が
二
十
五
度
以
上
の
夜
の
こ

と
。
こ
ん
な
日
は
ク
ー
ラ
ー
が

フ
ル
回
転
。
で
も
冷
え
す
ぎ
は

体
に
禁
物
。
資
源
節
約
か
ら
も
。

こ
ま
め
に
温
度
の
調
節
を
。

／1臥，見1弓・

　

越
前
お
お
の
お
ど
り

の
月
が
や
っ
て
き
た
。

八
月
と
い
う
月
は
、
楽

し
み
な
月
で
あ
る
。
大

野
と
い
う
町
が
二
つ
の

須
を
見
せ
て
く
れ
る
か

ら
だ
▼
土
・
日
曜
日
や
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

亀
山
パ
ー
キ
ン
グ
に
県
外
ナ
ン
バ
ー
が
出
入
り

し
て
い
る
の
を
見
掛
け
る
が
、
八
月
に
入
る
と

町
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
「
京
都
」
「
な
に
わ
」

「
岐
阜
」
な
ど
他
県
ナ
ン
バ
ー
を
付
け
た
車
が

走
り
回
る
。
旧
盆
の
十
五
日
前
後
に
ピ
ー
ク
と

な
り
旧
盆
を
過
ぎ
る
と
見
慣
れ
た
車
が
、
静
か

に
町
中
を
走
っ
て
い
る
▼
越
前
大
野
お
ど
り
の

イ
ベ
ン
ト
の
期
間
中
は
、
真
夏
の
盆
踊
り
一
色

に
染
ま
る
。
里
帰
り
し
て
き
た
人
々
、
観
光
客

の
会
話
に
興
味
が
そ
そ
ら
れ
る
。
「
よ
う
き
と

く
ん
ね
し
た
の
お
」
「
達
者
で
ご
え
し
た
か
の

お
」
「
元
気
や
ね
ん
」
「
元
気
し
て
る
」
と
関
西

弁
に
、
大
野
弁
が
飛
び
交
っ
た
り
、
標
準
語
な

の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
若
者
言
葉
が
飛
び
交

う
。
里
帰
り
し
た
人
た
ち
も
最
初
は
関
西
弁
で

話
し
て
い
た
の
に
、
知
ら
な
い
う
ち
に
大
野
弁

に
引
き
ず
り
込
ま
れ
て
「
ほ
や
ほ
や
、
○
○
知

っ
て
る
け
え
の
I
」
と
▼
石
川
啄
木
の
望
郷
歌

「
ふ
る
さ
と
の
誂
な
つ
か
し
停
車
場
の
人

ご
み
の
中
に
そ
を
聴
き
に
ゆ
く
」
と
同
じ
心

境
で
「
ふ
る
さ
と
の
誼
な
つ
か
し
お
お
の

お
ど
り
の
輪
の
中
に
そ
を
聴
き
に
ゆ
く
」
帰

省
の
人
た
ち
。
大
野
よ
い
と
こ
見
せ
た
い
と
こ

ろ
と
手
振
り
よ
ろ
し
く
す
て
き
な
笑
顔
▼
全
国

各
地
で
盆
踊
り
が
催
さ
れ
る
が
、
大
野
人
に
と

っ
て
は
「
ふ
る
さ
と
の
山
に
向
ひ
て
言
ふ
こ

と
な
し
ふ
る
さ
と
の
山
は
あ
り
が
た
き
か

な
」
（
啄
木
）
で
あ
る
。
今
夏
は
、
ど
ん
な
顔

を
見
せ
て
く
れ
る
か
。
（
Y
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
容
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1
）
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